
 カウントダウンタイマーver1.0 

■カウントダウンタイマー設定方法 

カウントダウンタイマーの設定方法を記載します。 

 

最初にダウンロードした、「カウントダウンタイマー」を ZIP ファイルを解答すると、「カ

ウントダウンタイマー」フォルダが出来ますので、「カウントダウンタイマー」フォルダ内

にある、「js」フォルダを開いて、「count.js」をメモ帳などで開きます。 

 

「count.js」を開くと、下記のようなテキストが表示されます。 

// ================================================================= 

var cookie_name = jump_url = 'http://google.com/'; // 時間切れの時にジャンプさせる

URL 

var limit_days = 72; // カウントダウンの日数 

// ================================================================= 

 

 

まず、2行目の「http://google.com/」の部分に期限後に表示するホームページアドレスを入

力します。 

var cookie_name = jump_url = 'http://google.com/';  

 

次に、3行目の「72」という数字を書き換えます。単位は 1時間になり、 

72は 72時間=3日間の期限設定になります。 

var limit_days = 72; 

 

設定の書き換えが完了したら保存して閉じます。 

その他の部分を編集したり、誤って削除しないように注意して下さい。 

改変して使用した場合は、動作保証外になりますので、あらかじめご了承下さい。 

  



 カウントダウンタイマーver1.0 

■カウントダウンタイマー設置方法 

カウントダウンタイマーの設置方法を記載します。 

 

まず、設置したいホームページの HTMLファイルを用意して下さい。 

 

HTMLファイルが用意できたら、「メモ帳」などのエディタで HTMLファイルを開きます。 

HTML ファイルを開いたら、「カウントダウンタイマー」フォルダ内にある、「1 - ソース

コード.txt」のテキストファイルを開き、<head>から</head>までの間に、全テキストをコ

ピーして貼り付けて下さい。 

 

 

 

「1 - ソースコード.txt」のコード貼り付けが完了したら、次は「2 - ソースコード.txt」の

テキストファイルを開いて、カウントダウンタイマーを表示したい任意の場所へ、全テキ

ストをコピーして貼り付けて下さい。 

 

 

 

貼り付けが完了したら、保存して閉じます。 

 

次に、編集したファイルをアップロードします。 

先程編集した HTML ファイルと一緒に、「カウントダウンタイマー」フォルダ内にある、

「css」、「js」フォルダをHTMLファイルと同じ階層にアップロードします。 

 

これで、カウントダウンタイマーの設置は完了です。 

正しく動作しているか、実際にアクセスしてチェックしてみてください。 


